
地域医療と市民を結ぶ会・プログラム
２０１８年２月９日（金）花見東２区公民館

＜学習会＞ １８時３０分～１９時３０分 司会：前野早月（結ぶ会事務局）

（１）「地域医療と市民を結ぶ会」の紹介 奴間健司（結ぶ会事務局長）

（２）「地域包括ケアシステム、高齢者の終活について」 大岩俊夫（結ぶ会代表）

（３）特別報告①

「福岡１００の概要とオンライン診療の意義」

中村卓也さん（福岡市保健福祉局政策推進部長）

「オンライン診療の実証実験と今後の展開」

増崎孝弘さん（医療法人鉄祐会マネージャー）

（４）特別報告②

「職場対抗 歩く王 決定戦」 中村由香さん（古賀市予防健診課長）

（５）質疑応答

＜懇親会＞ １９時４０分～２１時ころ



「結ぶ会」の前史
大岩俊夫先生講演会を大ホールで開催 ２００７年８月２６日



「結ぶ会」の前史
大岩俊夫先生講演会を大ホールで開催 ２００７年８月２６日

リーパスプラザ古賀・大ホールに約４００人が参加



「地域医療と市民を結ぶ会」の趣旨

●市民と医療関係者が一緒になって

地域医療を守り、育てるために活動

●地域医療に関する講演会、学習会などを継続開催

●国・県・市町村や各種団体、国会議員などへの積極的働きかけ

●医療従事者をめざそうという若い方々との交流

「地域医療と市民を結ぶ会」は２０１０年４月４日に発足しました
７年１０ヶ月にわたって地道に活動してきました



「地域医療と市民を結ぶ会」発会式 ２０１０年４月４日

清原留夫副代表の開会宣言 大岩俊夫代表の基調講演

古賀市長、市議会正副議長、国会議員、東医療センター院長、市内の有床診療所院長
等など約１５０人が参加（リーパスプラザ古賀・大会議室）



発会式でのパネルディスカッション

「結ぶ会」の例会を地道に続けてきました

発会式の打ち上げ



診療報酬改定に関する報道
２０１８年２月８日・朝日











古賀市で馬奈木教授の講演会
４月１５日（日）
１４時～１６時

リーパスプラザこが交流館
多目的ホール



1）地域包括ケアーを推進するにはどの様にすればよいか

2）地域医療構想調整会議のゆくえ

3）高齢者はどの様に終活を考えればよいか

大岩俊夫代表のおはなし
「地域包括ケアシステム、高齢者の終活について」



大岩俊夫代表のおはなし 「地域包括ケアシステム、高齢者の終活について」

高齢者はどの様に終活を考えればよいか
自分自身での歩行・移動の能力を保つこと
例として星野監督の話

原口君（早良病院の副院長）
戸叶君（福岡東病院の呼吸器外科）
松岡君（福岡医学部生化学教授）

私の癌末期の方の治療法について（緩和療法とは）
阿片アルカロイド MSコンチン アンペック坐薬
阿片から誘導した鎮痛を主とした麻薬 オキシコンチン

フェンタニール
デュロテップ

麻薬から誘導した麻薬に含まれていない鎮痛剤
ペンタジン トラマドール ノルスパンテープ


